
R02-31 浜松いわた信用金庫　本部棟 結果

■使用評価マニュアル： ■使用評価ソフト：

1-1　建物概要 1-2　外観
建物名称 浜松いわた信用金庫　本部棟 階数 地上10F

建設地 浜松市中区元城町114-7,114-8,114-9,114-21,114-22構造 SRC造

用途地域 商業地域、準防火地域 平均居住人員 400 人

地域区分 ６地域 年間使用時間 2,440 時間/年（想定値）

建物用途 事務所, 評価の段階 実施設計段階評価

竣工年 予定 評価の実施日 2021年2月3日

敷地面積 2,689 ㎡ 作成者 小野竜也

建築面積 1,559 ㎡ 確認日 2021年2月3日

延床面積 11,638 ㎡ 確認者 佐藤孝広

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート）2-2 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート） 2-3　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ）

3.0

標準計算

2-4　中項目の評価（バーチャート）
Q　環境品質 Qのスコア= 4.4

Q1 室内環境      Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）
4.4 4.4 4.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.8
LR1 エネルギー      LR2 資源・マテリアル LR3 敷地外環境

4.0 4.1 3.4

3　設計上の配慮事項
総合 その他

Q1 室内環境 Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）

LR1 エネルギー LR2 資源・マテリアル LR3 敷地外環境

CASBEE-建築(新築)2016年版 CASBEE-BD_NC_2016(v3.0)

執務フロアは、各階の外装サッシ、吹抜上部の開口部を利用
し自然換気を行っている。直接外気を取り入れるため、強風時
には、外装ルーバーによりオフィス内の気流速度を抑制してい
る。

既存底盤を残すことで廃棄量を削減し、埋め戻し資材も低減し
ている。

外装ルーバーにテラコッタを用いることで、光害抑制へ配慮して
いる。

2023年8月

建物西側の浜松城と正対する恵まれた敷地を活かすべく、西側を建物正面とし、西・北・東側に開けた平面計画とした。西日の
日射遮蔽と眺望の両立を図り、「働く人」の快適性向上に寄与し、ABWを支援する空調・照明システムにより、地域金融機関の
SDGsモデル例としての発信を目指す。

光・温熱環境に対する執務者の感じ方の個人差や好みの違い
があることを踏まえ、オフィス空間において積極的にムラを創
り、それぞれが働きやすい場所を自由に選択できる執務空間と
する。

デシカント外調機による湿度制御を行っている。

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般
的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安で
示したものです

リフレッシュスペース、ミニキッチンを設け、在館者の快適性向
上を図っている。
設備機器のメンテナンス性、更新性に配慮した機器配置を行っ
ている。

近隣住宅への圧迫感の低減のため、建物のセットバックを行う
とともに、在館者が出入りできる屋上を設け、一部緑化すること
で、周辺環境向上に寄与している。
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■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Built Environment Efficiency （建築環境総合性能評価システム）

■Q: Quality （建築物の環境品質）、L: Load （建築物の環境負荷）、LR: Load Reduction （建築物の環境負荷低減性）、BEE: Built Environment Efficiency （建築物の環境効率）
■「ライフサイクルCO2」とは、建築物の部材生産・建設から運用、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量を、建築物の寿命年数で除した年間二酸化炭素排出量のこと

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、Q2、LR1、LR2中の建築物の寿命、省エネルギー、省資源などの項目の評価結果から自動的に算出される
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